
薩摩中央高等学校いじめ防止基本方針 

いじめを許さない学校 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【年間計画】 

いじめ問題への学校の目標 
いじめは，いじめを受けた生徒の教育を受ける権利を著しく侵害し，その心身の健全な成長及び人格の形

成に重大な影響を与えるのみならず，その生命または身体に重大な危険を生じさせるおそれがあるものであ

るという共通認識のもと，全教職員が危機意識を持ち未然防止に努めるとともに，早期発見，早期解決のた

めに関係機関と連携を図りながら学校全体で迅速かつ適切に対応する。 

 生徒関係 職員関係 検証関係 

４月 ・いじめ問題を考える週間(統一ＬＨＲ) 

・スクールカウンセリング① 

・職員研修(生徒理解) ・年間の活動計画の検討 

５月 ・スクールカウンセリング②③ 

・三者面談・教育相談① 

 ・教育相談，三者面談のまとめ 

６月 ・いじめ実態調査 

・スクールカウンセリング④⑤ 

・職員研修(生徒理解) 

 

・いじめ実態調査の分析 

 

７月 ・スクールカウンセリング⑥⑦ ・学校関係者評価委員会 ・1学期の取組の総括 

・学校関係者評価委員会での報告 

８月  ・職員研修（いじめ防止）  

９月 ・いじめ問題を考える週間(統一ＬＨＲ) 

・「学校楽しぃーと」活用①，教育相談② 

・スクールカウンセリング⑧⑨ 

 ・「学校楽しぃーと」の分析 

・教育相談のまとめ 

10月 ・スクールカウンセリング⑩⑪ 

・いじめ実態調査 

・SNSチェックシート 

・職員研修（カウンセリング） 

・職員研修(人権同和教育) 

・いじめ実態調査の分析 

・ SNSチェックシートの分析 

11月 ・スクールカウンセリング⑫⑬，※１ ・学校関係者評価委員会 ・学校関係者評価委員会での報告 ※１分析 

12月 ・人権同和教育(統一ＬＨＲ)・情報モラル講演会 

・スクールカウンセリング⑭⑮，※１ 

 ・2学期の取組の総括 

・※１分析 

１月 ・スクールカウンセリング⑯⑰，※１   ※１分析 

２月 ・スクールカウンセリング⑱ ※１ 

・「学校楽しぃーと」活用②，教育相談③ 

・学校関係者評価委員会 ・学校関係者評価委員会での報告 ※１分析 

３月  ※１学校生活アンケート  ・年間の総括及び次年度に向けての取組確認※１分析  

【生徒支援対策委員会兼いじめ防止委員会】 
【内容】・年間を通した取組等についての検討 

・年間活動を検証し，次年度への計画を作成 
【構成】管理職，人権同和教育・教育相談係代表，養護教諭，生徒指導主任，学年主任，該当クラス担任 

ＰＴＡとの連携 
○学級ＰＴＡ 
○学年ＰＴＡ 
○ＰＴＡ総会の活用 
○授業参観 
○家庭訪問，三者面談 

 学校の取組 
○ 未然防止 
・「いじめ問題」統一ＬＨＲ 

・体験活動を活用した人間関係づくり 

・外部講師による講話 

○ 早期発見 
・無記名アンケート(いじめ実態調査・毎月の学校

生活アンケート※１)の実施・分析 

・個別面談，※１の対応，教育相談の実施 

・「学校楽しぃーと」等の活用 

○ 対応 
・被害者，加害者への適切なケア及び指導 

・スクールカウンセラーやスクールソーシャルワ

ーカー等の活用 

県教委との連携 
○ 指導主事の派遣及び助言 
○ いじめ問題対応チームとの 

連携 
○ 研修等への講師派遣 
○ 職員の研修会への派遣 

 
関係機関との連携 

○ 警察 
○ 児童相談所 
○ 県・町の福祉部局等 


